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研究の要約 

 航空機が抱える環境課題に取り組むべく研究が進められてきた多様な航空技術の中に、受動的モー

フィング翼という翼がある。この翼は受動的に変形する大変興味深い翼であり、環境に優しい新しい

空力デバイスとして期待もされている翼である。しかし、私はこの翼に変形をコントロールする機構

が存在しない点に問題意識を持った。なぜならば、飛行条件は絶えず変化しており、変形をコントロー

ルする機構が存在しなければ空力特性の最適化ができないと考えたからである。 

 そこで、2 次元物理モデルを用いて変形制御を可能にする機構を模索し、それを CAD 上で再現した。

また、考案した機構で翼モデルを作成し、荷重試験や風洞試験を行うことを通して、考案した変形制御

機構の評価を行った。 

 その結果、変形量の大小を制御する機構を製作できることが示された。変形量の制御量については、

事前に実施した CAD解析の推算値よりは小さかったため、今後更なる改良に取り組む予定である。 

 今後の展望は、本研究で提案した変形制御機構を用いた翼モデルにおける空力特性の解明をするこ

とに加えて、翼型の概形をさらに制御し、安定化させることのできる変形制御機構の模索である。これ

らを通して、多様な飛行条件における受動的モーフィング翼の空力特性をさらに向上させ、航空機の

環境課題解決に貢献したい。 
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